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１ 開 会 時 間         ９時 ３０分 

 

２ 閉 会 時 間     １０時 １７分 

 

３ 教 育 長 名  和田 智司 

 

４ 署 名 委 員  杉本 かお里 

 

５ 教育長及び委員 

 

出欠席 職名 氏  名 

○ 教育長 和田 智司 

○ 
教育委員 

教育長職務代理者 
藤原 直彦 

○ 教育委員 杉本 かお里 

○ 教育委員 古正 栄司 

○ 教育委員 岡野 敏彦 

 

６ 出席者氏名  教育部長   椎野 文彦 

教育総務課長   田嶋 卓司 

教育指導課長   倉重 成歩 

教育指導課課長代理  髙谷 松慶 

生涯学習課長    山下 昌志 

教育指導課指導班長  安藤 通晃 

教育総務課教育総務班長  髙橋 梓 

教育総務課教育総務班主事 川名 義紀 

 

７ 傍 聴 者  ３名 

 

８ 調 製 者  教育総務課教育総務班主事 川名 義紀 
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１ 開会宣言 

（教育長） 令和６年度４月定例教育委員会議を開催します。 

 

２ 署名委員の氏名 

 杉本委員を指名する。 

 

３ 教育長事務報告 

（教育長） 教育長事務報告を資料に基づいて行う。 

（教育部長） ４月政策会議結果報告を資料に基づいて行う。 

（各課長・指導主事） 各課の事務報告・事業予定・研修内容について資料に基づいて

説明する。 

 

(指導班長) 今年度の学校現場での様々な出来事を 1つでも多く、教育委員の皆さん

に紹介をさせてもらえたらと思います。今日紹介させていただくのは、二宮西中学校

で 4月 16日に新 1年生が話し合いの授業を行った取り組みについてです。まだ学校が

始まり 7日間しか経過していないにもかかわらず、子ども達だけでの話し合いの授業

が成立しているということに私自身もすごく驚きましたし、二宮西中学校長も、嬉し

そうに報告してくださいました。こうした授業が、学校が始まり 7日なのにできると

いうことの理由としては、学校研究を通じて、9年間で学び方をそろえていることの

影響が非常に大きいと改めて感じました。この授業をしてくださった先生もきっと手

応えを感じたと思うし、小学校の先生方も中学校の子ども達がこうして、自分達で主

体的に話し合いの授業をしていることを知ったら、きっと今取り組んでいることをさ

らに自信を持ち取り組んでいく気持ちになるだろうし、非常に励みになると思いま

す。私たちができることは、こうした取り組みがされていることを、小中学校の皆さ

んに広く伝えていくことと思いますので、非常に良い取り組みだと思い今回ご紹介さ

せていただきました。これは学校で使う教材で心情円盤と言い、0か 100ではなく

て、微妙な気持ちを表現するのに、非常に使いやすいツールですけど、例えば青が教

師の主体性で、ピンクが子どもの主体性だとすると、私たちが目指すところは、3月

には子どもが主体的に全てのことを行えるようピンクの部分が大半を占めるような学

級を作ることが理想です。4月は、様々なシステムを落とし込んでいくために、教師

の主体性・主導性が非常に高くて、子どもの主体性はどうしても下がる時期ではあり

ます。だけどこうして、学び方の土台をそろえることにより必要以上に教師の主体性

を上げすぎなくていいし、逆に 4月でも子どもの主体性がある程度高い状態で授業を

進めていくことができることは非常に大きなメリットだと思います。帰りの会とか朝

の会とか掃除とか給食とか係活動とか、本当に 4月は様々なシステムを子ども達に落

とし込んでいくけど、授業の進め方については、これまで通りでいいことは、子ども

の主体性という観点から非常に大きいだろうと思うし、私たちが目指すところへの近
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道にきっとなると思いました。3月に子どもの主体性が高い状態を作るためには、こ

の学び方の土台をそろえるということは、非常に効果が大きいと思いました。 

(藤原委員) 二宮西中学校の事例が素晴らしい。最終的に 3月には子どもが主体でで

きると良いという話については確かにそうだとは思う。でもその理想がちゃんとみん

なと共有できているかの確認は結構疎かにしがちだと思う。子ども達に、どこかのタ

イミングで確認できるといい。理想の状態も、いろんな形があると思うので、そうい

うことを 1回みんなで話し合った上で目指していくと、方向性が一緒になり取り組み

もちょっとずつ変わるし、先生主体からできる限り早めに子ども達主体にできると思

う。そんな話し合いをきっともうできる場があると思う。 

(指導班長) 今回話し合ったテーマの「勉強する意味」は、まさにそういうことも視

野に置いて話し合えるものなので、そういった意味でも良い話し合いがされたと思いま

す。 

(藤原委員) あと席の配置について、教師と生徒という構図にならないようにすごく

意識されていて、異なる学校から進学してきた生徒たちがどうやったらコミュニケーシ

ョンしやすいのか工夫を感じたので素晴らしいと思います。 

(岡野委員) 私もこの二宮西中学校の事例はとっても良いと思いました。これいくつ

か視点があると思います。まず 1つは、情報発信です。学校の中のことを、ホームペ

ージを通じて学校の外に見えるようになることが、大きなポイントの 1つになると感

じました。2つ目が、やっぱりこのお題がいいと感じました。これは多分、一生つき

まとうお題と思う。学校の中では学校教育という言葉があり、その先に生涯学習みた

いな言葉に徐々に変わり、常に知りたいとか、自分のレベルアップをしたいところへ

繋がると思うのでこのお題がやっぱり絶妙に良いと感じました。3つ目がこの時期に

言葉を交わしてやることが、学級づくりにいいと感じました。過去に運動会を 6月に

やるのがいいのか 10月にやるのがいいのかみたいな議論に多く参加させてもらったこ

とがあるが、それぞれメリット・デメリットがあり、6月にやるのはチームワークや

学級づくりに効くという意見が結構多かった。中には練習時間が課題という人もいる

けど、全然そんなの関係なく、多分子ども達は余裕で突破して、楽しんで、盛り上げ

ることができるでしょうから、早い時期にみんなでひとつのものを作り上げていく活

動をやることに意味があると感じました。最後の写真のマインドマップについて自分

が発言したのはどういう位置付けになるのかがちゃんと見えるのも、良い共有の仕方

と感じました。いろんな視点でコメントでき、考えていける題材だったと思いまし

た。 

(教育指導課長) 私も去年 1年間いろいろ学校で研究事業を見させていただきまし

た。道徳の授業等でマインドマップを小・中学校で活用しているのを見て、小学生が

中学校でも同じやり方でいいことで安心すると感じました。二宮西中学校だと、一色

小学校と山西小学校の子が進学するので始めは緊張感があるでしょうけど、やり方が
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一緒だと、仲間づくりがしやすくなったりとか、意見が言いやすくなったりとか、本

当の安心に繋がると感じました。 

 

４ 付議事項 

（１）議案第１号 二宮町学校運営協議会委員について 

（教育指導課長）二宮町学校運営協議会委員の委嘱について資料に基づいて説明 

 

（教育長） 委員に議案第１号について諮る。 

委員全員賛成により、議案第１号は承認される。 

 

（２）議案第２号 二宮町スポーツ推進委員の委嘱について 

（生涯学習課長）二宮町スポーツ推進委員の委嘱について資料に基づいて説明 

 

（教育長） 委員に議案第２号について諮る。 

委員全員賛成により、議案第２号は承認される。 

 

（３）議案第３号 二宮町青少年指導員の委嘱について 

（生涯学習課長）二宮町青少年指導員の委嘱について資料に基づいて説明 

 

（教育長） 委員に議案第３号について諮る。 

委員全員賛成により、議案第３号は承認される。 

 

５ 報告・協議事項 

－ 次回教育委員会予定 － 

（教育総務班長）次回教育委員会議の日程及び出席を要する主な行事について説明。 

 

(古正委員) この 4月から横浜市では、学校からの連絡システムを市立の学校すべてで統

一したというニュースに触れました。小中学校だけではなく市立の全ての学校でというこ

とでとてもすごいことだと思った。転校したとか、市立の学校の教職員が異動したときに、

その連絡の仕方について、戸惑うことが多いと思います。例えばお知らせが全て紙の学校と

電子データの学校、欠席連絡が電話の学校と先ほどのシステムの学校、それらが全ての学校

で揃うということは、子ども、保護者、教職員にも、とても安心に繋がるやり方だと思いま

す。さてにのみや学園がスタートして 1 年経ちました。二宮町では、連絡システムとして

は、マチコミメールのシステムを使用していますけれども、学校への欠席の連絡の仕方、あ

るいは学校や PTA からのアンケートなどについてもどこの学校でもみんな同じようにして

いるかを教えていただきたい。それから、その横浜市のシステムでは 13の言語に自動翻訳
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される機能がついているそうです。二宮町でも、少しずつ増えてきましたけれども、様々な

言語を母語としている保護者の方がいらっしゃいます。学校からのプリントなどをどこま

できちんと理解をされているのか。中国籍のお子さんの担任をした時に聞いた話によると、

プリントが学校から配られると、小学校 1 年生の子がプリントを読んで、自分なりの言葉

で、保護者に通訳をして伝えていました。ところが子どもにはわからない専門用語がたくさ

んあるので、そこはうまく親に伝えられないと言われたことを思い出しました。そういった

経験からするとシステムの自動翻訳機能はすごいと思いました。二宮町でも、今後、そうい

った保護者、子ども達が増えていくことが予想されますので、いろいろな自治体で活用され

ているシステムを上手く取り入れていただいて、子ども達だけではなく、保護者や、あるい

はそれを見る地域の方々にも、やさしい安心できる仕組みが整うと思ったところです。 

(教育総務班長) 今ご質問いただいた、マチコミメールの運用の仕方について、簡単に

ご紹介でします。マチコミメールは 5 校共通で使っているもので、現状の運用としては、

授業変更や台風等で学校はお休みしますといったような緊急的なお知らせに使っていま

す。明文化されたルールは無いが、5 校共通認識で緊急時に使うということで同意のもと

で使っているような状況です。そのため、学校から保護者に一方的に発信するものとなり

ます。ただ先ほど言った保護者から今度学校にふるものとしては、アンケートや欠席の連

絡になると思いますが、これまでは欠席の連絡は電話やアンケートは紙ベースを基本とし

ているということはありましたが、ここ数年、学校で ICT の整備が進んでいて、欠席に関

しては Googleフォームを使い、スマホ等で連絡ができるようになったので、ある程度負

担が軽減されていると聞いています。またアンケートに関しても、同じように Googleフ

ォームを活用して、スマホ等から簡単に回答できますし、逆に学校も受け取った後の集計

が楽になったと聞いています。また今後の予定という形になりますけども、町の方で公式

ＬＩＮＥの取得を目指しており、プッシュ通知の機能だけではなく、欠席連絡とかの機能

サービスがついていると伺っていますので、うまく活用できたらと思います。先ほど言っ

たように発信するだけじゃなくて、受け取る方側としても、そういったシステムを活用し

ていきたいと考えています。2つ目です。外国籍の対応になります。現状ですと日本語が

話せないお子さんに対しては、日本語指導員を配置しており、そういった方たちが保護者

や子どもに説明するようにしています。ただし、常駐していないので、緊急時には簡単な

日本語で個別に対応したりしていることもあります。ただ先ほど言ったように、ICTを活

用ができることで、翻訳機能を使えるので、それを活用しながら、日頃の会話等をしてい

ると聞いています。ただし、ICTなどが使えない方もいらっしゃると思うので、複数の方

法で対応していくことで、手の届かないところもカバーできていくと思いますので今後も

そういった対応をしていきたいと思います。 

(藤原委員) なかなか良い問題提起だと思います。統一するには楽だと思いますが、各

学校自身であんまり考えなくてよくなる恐れがあります。いろいろな学校で違う使い方を

している中で、いいことを取り入れられるメリットはある気がする。にのみや学園には事
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務局はないので、教育委員会で全部采配することも運用的に難しい。やっぱりにのみや学

園の体制がちゃんとできたときには絶対大丈夫だと思う。けれども、いい事例を見つつ、

今の段階からでも、それぞれの人が集まり意見交換しながら、だんだん良くしていくこと

はいいと思います。 

(岡野委員) 今ご紹介いただいたことで、私が感じたのが、そもそも世の中で、どうい

うものがあり、どういう使い方があり、どんなメリットがあり、それにはどんな問題があ

るかを、ウォッチングしていくことが必要なのかと感じた。今回は、たまたまそういう情

報を見たから、考えるきっかけになったわけなのかもしれないけど、もうちょっとこれか

ら ICTの頻度や重要度が上がると、どんな道具が出てくるのか、どういう使い方ができる

のかを、先取りしていくことが私は必要と思います。今日ご紹介いただいた通信手段もそ

うですけど、これから例えばデジタル教科書も、話が及んでいくと思う。去年の秋にご紹

介したエディックスという、教育界の展示会が 5月の 8、9、10日にビックサイトである

のですが、今みたいな通信とか、デジタル教科書とか、子ども達のパソコン操作ログを取

るとか、キーワードを持ちその展示会を歩いたときに何か得るものがあると思う。あるい

はそういうのを見つけるマインドを持つことが私は重要と思うので、そういうところへ

も、顔を出していくことも必要と感じた。 

(藤原委員) ご紹介あったように、実際に集計作業が減るみたいな実感があると、ツー

ルは使われていく。それは主体的に使い方を考えるからであり、Googleフォームを使いな

さいと強制されても、受け入れられない。だから何までをお願いして何までを自主的にや

ってもらうかがすごく大事で、仮にお願いするのであれば使い方とかまでちゃんとサポー

トする必要がある。何か実体験が生まれるって意味では、統一にしないことのメリットが

あり、隣の学校の人と話したらすごくいいと言っていたので、使おうみたいなことが、実

体験として生まれるところもあると思います。今の岡野委員が言うツールを知り共有する

のも必要ですけど、現場の人もちゃんと、使い方もわかることがセットだといいなと思

う。 

 

（４）議案第４号 二宮町教科用図書採択検討委員会委員の委嘱について 

 

‐ 非公開 ‐ 

 

 

 

 １０時１７分 閉会 


